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講義（野本）課題
E0508／S0515
班ごとに題材を選び
パワポ1枚でまとめる
◦八重桜祭で掲示（組班のみ記載）
◦小学生でもわかる内容に
◦ ３０秒で理解できるものを目指そう

ポイント
◦文章は必要最低限に
◦惹きつけるキャッチフレーズなど

お好きな（？）

マルウェア

を１つ

講義（野本）課題 提出方法
E0508／S0515
確認
◦ １枚になってますか
◦組班は入っていますか
◦小学生が30秒で見られますか

提出
◦ pdfに印刷（Microsoft Print to PDF）
◦ ファイル名は
理組班番情報セキュリティ日付.pdf
（例）RNZ0情報セキュリティ05XX.pdf
◦日付は課題が出た日

◦ E0508／S0515
◦ 「番」は今回提出される方ので

情報社会における法律
高Ⅲ情報の科学（理系）

野本悠太郎

４．情報社会における法律 p.80

第３章第４節1．情報社会における法律

情報社会に関連するおもな法律
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４．情報社会における法律 p.81

第３章第４節

個人情報保護法

インターネット

個人情報利用の拡大

高度情報通信社会

個人情報の
適切な取り扱い

プライバシー保護と個人データの
国際流通についてのガイドライン

個人の権利利益を保護

５０００件を超える
個人情報を保有
する事業者OECDプライバシーガイドライン

1．情報社会における法律

個人情報保護法

進展
OECDプライバシーガイドライン

４．情報社会における法律 p.81

第３章第４節

１ 収集制限の原則
２ データ内容の原則
３ 目的明確化の原則
４ 利用制限の原則
５ 安全保護の原則
６ 公開の原則
７ 個人参加の原則
８ 責任の原則

1．情報社会における法律

個人情報保護法

４．情報社会における法律 p.81

第３章第４節1．情報社会における法律

個人情報保護法

４．情報社会における法律 p.81

第３章第４節

個人情報保護法で義務づけられていること

個人情報を取得する際には，あらかじめどういう目的で収

集するのかを明らかにし，その目的以外に利用しない。

個人データが漏れたり，なくなったりしないように管理する。

犯罪捜査協力など特別な場合を除き，本人の同意がない

のに第三者に個人情報を提供してはならない。

1．情報社会における法律

個人情報保護法
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４．情報社会における法律 p.81

第３章第４節

ネットワークに関する秩序維持

情報社会の健全な発展

不正アクセス禁止法（参照：教科書p.72）

インターネット

不正アクセスの禁止

進展

高度情報通信社会

不正アクセス禁止法

1．情報社会における法律

４．情報社会における法律 p.81

第３章第４節

電子商取引での消費者を救済する

消費者が申込みを行う前にその申込み内容

などを確認する措置などを事業者が講じない

と，消費者の操作ミスによる申込みは無効。

事業者側の申込み承諾の通知が消費者に

届いた時点で契約成立。

1．情報社会における法律

電子消費者契約法

４．情報社会における法律 p.81

第３章第４節

電子メール広告の規則

 承諾をしていない人に対し電子メール広告を送信しない。

意に反する契約の申込みをさせようとする行為の禁止

 次の操作が申込みになることがわかるように表示されて

いない。

 申込み内容を容易に確認，訂正できない。

1．情報社会における法律

特定商取引法

４．情報社会における法律 p.82

法律で定められた，関係する利益などの権利

産業や文化の発展
産業財産権

著作権

産業に関する権利

文化・芸術に関する権利

保護

知的な創作活動から生産された成果

知的財産権（知的財産基本法）

知的財産権

2．技術・文化の発展と知的財産権 第３章第４節
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４．情報社会における法律

著作者人格権

著作権(財産権)

複製権

上演権・演奏権

上映権

公衆送信権

口述権

展示権

頒布権

譲渡権・貸与権

翻訳権・翻案権

特許権

実用新案権

意匠権

商標権

その他

著作権

公表権

氏名表示権 同一性保持権

総
称
し
て
産
業
財
産
権

著作権

著作隣接権
知
的
財
産
権

p.82

知的財産権

2．技術・文化の発展と知的財産権 第３章第４節

４．情報社会における法律 p.83

第３章第４節

産業財産権

特許権 意匠権 商標権実用新案権

出願 特許庁

権利の発生

登録

産業財産権

2．技術・文化の発展と知的財産権

４．情報社会における法律 p.83

第３章第４節

産業財産権

2．技術・文化の発展と知的財産権

４．情報社会における法律 p.83

第３章第４節

無方式主義 （届出を必要とするのは「方式主義」）

学術的または芸術的な創造物の保護

自動的に著作権が発生 届出の必要がない

著作権法

著作権

2．技術・文化の発展と知的財産権

小説や脚本，映画，音楽，舞踊，美術品，
建造物，写真，コンピュータ・プログラム
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４．情報社会における法律 p.83

第３章第４節

著作者の人格的利益を保護 （著作者の死後消滅）

公表権 著作物を無断で公表されない権利

氏名表示権 著作者名の表示に関しての決定権

同一性保持権 著作物の内容を無断で変更されない権利

著作者人格権

財産を保護

経済的な利益を保護 （譲渡・相続）

著作者の死後70年 （映画は公表後70年） ※2018.12.30付で変更

著作権（財産権）

著作権

2．技術・文化の発展と知的財産権

４．情報社会における法律 p.83

第３章第４節

知的財産権の保護と活用

• 発明・創作のインセンティブ。

• 開発・創作費用の回収。

• 新規開発，新規創作投資。

• 新技術を低コストで導入。

• 無駄な開発の削減。

• 作品制作での既存著作物活用。

適切に保護することで産業や文化の発展を図る

著作権

2．技術・文化の発展と知的財産権

４．情報社会における法律 p.84

第３章第４節

著作物

3．著作権と著作物

著作物の種類

放送事業者／
有線放送事業者

４．情報社会における法律 p.85

第３章第４節

著作隣接権 無方式主義

実演家
実演家人格権

伝達行為の保護

著作隣接権（財産権） 録音権・録画権，放送権・有線放送権など。

レコード製作者
著作隣接権（財産権）

複製権，商用レコードの二次使用料を受け取る権利など。

著作隣接権（財産権）

複製権，再放送権・有線放送権，テレビジョン放送の伝達権など。

著作物などを公衆に伝達するものに与えられる権利

3．著作権と著作物

著作物を伝達する人々の権利
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４．情報社会における法律 p.85

第３章第４節

国内 海外

Ｃ

著作権法 日本国内での著作物に対する法律

著作物の流通

無方式主義ベルヌ条約

表示 方式主義の国でも登録せず著作権の保護万国著作権条約

コンピュータプログラムの保護などWIPO著作権条約

3．著作権と著作物

著作権の国際的な取り決め

４．情報社会における法律 p.85

第３章第４節

ディジタル
データ コピー

コピー

深刻な著作権の侵害

正規利用者の利便性

著作権保護

トレードオフ
（tradeoff）

技術で著作権保護

コピー回数の制限

ディジタル＝簡単にコピー可能。
劣化しない。

多くの情報の伝達

3．著作権と著作物

著作権の国際的な取り決め

４．情報社会における法律 p.85

第３章第４節

著作権著作者

著作物

利用

制作物

利用者

許諾

著作物の利用を促進

利用

あらかじめ
許諾の意思を示す

許諾を得る必要なし

利用者

著作物 制作物

自由利用マーク

3．著作権と著作物

著作物の利用を促進する取り組み

４．情報社会における法律 p.85

第３章第４節

「プリントアウト・コピー・無料配布」ＯＫマーク

「障害者のための非営利目的利用」ＯＫマーク

「学校教育のための非営利目的利用」ＯＫマーク

（文化庁が制定）自由利用マーク

3．著作権と著作物

著作物の利用を促進する取り組み
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４．情報社会における法律 p.85

第３章第４節

自由に改良，再配布が可能。

よりすばらしいソフトウェアを生み出す。

知的財産の保護 積極的な著作物の流通を促進

表示 非営利 改変禁止 継承

オープンソース

クリエイティブ・コモンズ

ソフトウェアのソースを公開。

3．著作権と著作物

著作物の利用を促進する取り組み

４．情報社会における法律 p.86

第３章第４節

著作権法では著作物の「使用」と「利用」を区別。

使用
本を読む，CD を聴くといった私的使用など著作権者の許諾
がいらない行為。

利用
著作物を複製する，公衆送信するなど，著作権者の許諾が
なければできない行為。

4．著作物の保護と活用

著作物の使用と利用

４．情報社会における法律 p.86

第３章第４節

「使用」＝著作権者の許諾がいらない行為。

あくまでも例外
著作権者の利益を不当に害さない
ように，条件が厳密になっている。

4．著作物の保護と活用

著作物の使用と利用

４．情報社会における法律 p.86

第３章第４節

「利用」＝著作権者の許諾がなければできない行為。

 著作物の利用＝許諾を得る必要あり

•権利者・著作権管理団体に申請。

•極力，記録が残るもので連絡する。

•許諾されない場合や料金がかかる場合も。

4．著作物の保護と活用

著作物の使用と利用
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４．情報社会における法律 p.87

第３章第４節

引用の条件

•引用する著作物が公表されているものであること。

•引用部分と自分の著作物とが明確に区別されていること。

•自分の主張が「主」で，引用する著作物が「従」であること。

•引用する必要性，必然性があること。

•引用する著作物の出所を明示すること。

引用
他人の著作物の一部を抜き出し，自分の著作物に取り入れ
ること。

4．著作物の保護と活用

引用の条件とルール

４．情報社会における法律 p.87

第３章第４節4．著作物の保護と活用

引用の条件とルール

４．情報社会における法律 p.87

第３章第４節

出所の示し方
引用文のすぐあとか，文末にまとめて，著者名，著書のタイト
ル，出版社名などを明記する。

4．著作物の保護と活用

引用の条件とルール

４．情報社会における法律 p.87

第３章第４節

引用先が「主」，引用部分が「従」の関係
・引用部分は自らのオリジナル部分の補強材料である。
・引用部分の方が地の文より分量が少ない。

4．著作物の保護と活用

引用の条件とルール
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講義（野本）課題
E0601／S0529（次の授業で回収）
班ごとに題材を決め、
パワポ1枚でまとめる
◦八重桜祭で掲示（組班のみ記載）
◦小学生でもわかる内容に
◦ ３０秒で理解できるものを目指そう

ポイント
◦文章は必要最低限に
◦惹きつけるキャッチフレーズなど

1. 著作者人格権

2. 著作権（財産権）

3. 産業財産権

4. 著作物の利用促進

5. 学校教育での著作物

6. 引用

事例やメリット・デメリットを


